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夏。水遊びは楽しいね！
    （三滝堂で東和の５歳児交流会）



Tome 2

入
院
時
の
限
度
額
・
減
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
老
人
医
療
受
給
者
に
は
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」（
【
表
１
】

）
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

に
は
課
税
状
況
な
ど
に
応
じ
て
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」（
【
表
１
】


）
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」（
【
表
１
】

）

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
入
院
に
よ
り
、
新
た
に
認
定
証

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の

都
度
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

纂
老
人
医
療
受
給
者

【
対
象
者
】
　
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
の
老
人
医
療
受
給
者

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　
①
老
人
医
療
受
給
者
証

　
②
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式
は
除
く
）

■
認
定
証
の
適
用
区
分
が
「
低
所

得
者
Ⅱ
」
の
人
で
、
過
去
　
カ
月

１２

の
入
院
日
数
が
　
日
を
超
え
る
場

９０

合
に
は
、
食
事
代
の
負
担
が
さ
ら

国民健康保険限度額適用・標
準負担額減額認定証（）

国民健康保険限度額適用認
定証（）

老人医療の限度額適用・標
準負担額減額認定証（）

種
類

用紙の色＝白、線の色＝黒用紙の色＝白、線の色＝黒用紙の色＝白、線の色＝青色

入院時の窓口負担が自己限度
額までと食事代が減額

入院時の窓口負担が自己限
度額まで

入院時の窓口負担が自己限
度額までと食事代が減額

摘
要

▼７０歳未満の人＝原則、国民
健康保険税の滞納がなくかつ
世帯主と国民健康保険加入者
が住民税非課税世帯の人

▼７０歳以上の人＝世帯主と国
民健康保険加入者が住民税非
課税世帯の人

７０歳未満の人で、原則、国
民健康保険税に滞納がない
世帯の人

老人保健該当者※で住民税
非課税世帯の人

※老人保健該当者
　 ▼昭和７年９月３０日以前
　に生まれた人
　 ▼７５歳以上の人
　 ▼一定の障害のある６５歳
　以上の人

対
象
者

  

【表１】

　
入
院
を
し
た
と
き
に
医
療
機
関

へ
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の

支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

と
、
入
院
を
し
た
と
き
の
食
事
代

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
「
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限

が
７
月
　
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

３１

す
。
８
月
１
日
以
降
も
継
続
し
て

入
院
す
る
人
、
ま
た
は
入
院
す
る

予
定
の
人
は
申
請
が
必
要
で
す
の

で
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
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に
軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、
併
せ
て

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
　

　
①
老
人
医
療
受
給
者
証

　
②
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式
は
除
く
）

　
③
入
院
日
数
が
分
か
る
病
院
の

　
領
収
書

【
問
い
合
わ
せ
】
　

　
市
民
生
活
部
保
険
医
療
課

　
医
療
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
６
６

５８

国
民
健
康
保
険
・
老
人
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

８
月
以
降
も
継
続
し
て
入
院
す

る
人
、
入
院
す
る
予
定
の
人
は

申
請
が
必
要
で
す

3 Jul.2007

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
のの

再
交
付
申
請
に
つ
い

　
　
　
　
　
再
交
付
申
請
に
つ
い
てて

入
し
て
い
る
同
じ
世
帯
の
人
が
申

請
す
る
場
合

　
本
人
と
確
認
が
で
き
て
、
世
帯

主
か
ら
の
委
任
状
が
あ
り
、
申
請

書
の
記
入
事
項
に
誤
り
が
な
け
れ

ば
、
即
時
交
付
し
ま
す
。

◆
世
帯
主
で
も
な
く
、
国
保
加
入

者
で
も
な
い
同
じ
世
帯
の
人
お
よ

び
別
世
帯
の
人
が
申
請
す
る
場
合

　
本
人
と
確
認
が
で
き
て
、
世
帯

主
か
ら
の
委
任
状
が
あ
り
、
申
請

書
の
記
入
事
項
に
誤
り
が
な
け
れ

ば
、
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

【
申
請
場
所
】
　

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
保
険
医
療
課

　
国
民
健
康
保
険
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
６
６

５８

纂
国
民
健
康
保
険
加
入
者

【
対
象
者
】
　
国
民
健
康
保
険
加
入

　
者
で
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞

　
納
が
な
い
世
帯
の
人

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　
①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
②
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式
は
除
く
）

■
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
で
、

過
去
　
カ
月
の
入
院
日
数
が
　
日

１２

９０

を
超
え
る
場
合
に
は
、
食
事
代
の

負
担
が
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
ま
す
の

で
、
併
せ
て
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
　

　
①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

　
②
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式
は
除
く
）

　
③
入
院
日
数
が
分
か
る
病
院
の

　
領
収
書

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
保
険
医
療
課

　
国
民
健
康
保
険
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
６
６

５８

　
紛
失
す
る
な
ど
し
て
、
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
を
再
交
付
す

る
場
合
の
申
請
者
は
、
原
則
と
し

て
世
帯
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
世
帯
主
か
ら
の
委
任
状
が

あ
れ
ば
、
世
帯
主
以
外
の
人
も
申

請
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
交
付
後
の
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
た
め
に
、
申
請
す
る
人
が

本
人
か
ど
う
か
確
認
で
き
る
書
類

【
表
２
】を
提
示
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
取
り
扱
い
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
世
帯
主
が
申
請
す
る
場
合

　
本
人
と
確
認
が
で
き
て
、
申
請

書
の
記
入
事
項
に
誤
り
が
な
け
れ

ば
、
即
時
交
付
し
ま
す
。

◆
世
帯
主
で
は
な
く
、
国
保
に
加

国民健康保険
高齢受給者証
の更新

▲高齢受給者証の用紙の色は
ピンク色です

　国の保険制度改正に伴い、

現在、一部負担割合が１割の

人は２割に変更となります。

このため、今回交付する高齢

受給者証の有効期限は、平成

２０年３月３１日までとなり、３

月下旬に新しい負担割合の受

給者証を交付します。

【問い合わせ】

　市民生活部保険医療課

　国民健康保険係

　緯 0220（58）2166

　７０歳から７４歳までの人（老

人保健該当者は除く）に交付

している「国民健康保険高齢

受給者証」の有効期限が、７

月３１日までとなっています。

　新しい受給者証は７月２０日

（金）以降に区長さんが配布し

ますので受領してください。

次のことを確認してください

▼住所、氏名、生年月日など

の記載に誤りがないか確認し

てください。

▼受給者証を受け取ったら、

区長さんが持参する受領書に

印鑑を押してください。

▼有効期限の切れた受給者証

は破棄してください。

平成２０年４月から
一部負担金の割合が

変わります

（１）次のいずれか１点

　①運転免許証

　②パスポート

　③外国人登録証明書

　④そのほか官公庁が発行する顔写真が付いているもの

（２）上記（１）の①～④がない場合は、次のいずれか２点

　①共済組合、国民健康保険などの各種健康保険被保険者証

　②年金手帳

　③国民年金、厚生年金、船員年金に係る年金証書

　④老人保健法医療受給者証　　

　⑤介護保険被保険者証

　⑥国民健康保険税納税通知書

　⑦会社などの身分証明書（顔写真付）

　⑧学生証（顔写真付）　

　⑨そのほか官公庁が発行するもので、上記①～⑥に類似するもの、

　　または会社、学校などで発行し顔写真が付いているもので、上記

　　⑦～⑧に類似するものであれば可

【表２】　申請する人が本人であることを証明する書類

※学生用および遠隔地の被保険者証の申請についても、同様の取り扱いとなります。



Tome 4

　
市
で
は
、
平
成
　
年
１
月
　
日

２０

１３

（
日
）
に
開
催
す
る
成
人
式
の
企

画
・
運
営
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら

う
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
か
ら
月
１
回
程
度
、
実
行

委
員
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

【
対
象
者
】
　
平
成
　
年
成
人
式
の

２０

　
対
象
者
（
昭
和
　
年
４
月
２
日

６２

　
か
ら
昭
和
　
年
４
月
１
日
生
ま

６３

　
れ
の
人
）

【
募
集
人
員
】
　
　
人
程
度

２０

　
※
多
数
の
場
合
は
選
考
を
行
い

　
ま
す
。

【
応
募
締
切
】
　
７
月
　
日
（
火
）

３１

【
申
込
方
法
】
　
直
接
ま
た
は
電
話

　
で
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
ま
た
は
最
寄
り
の
公
民
館
に
申

　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

　
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
お

　
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
６
９
８

３４

　
各
地
区
公
民
館

登
米
市
成
人
式
実
行
委
員
募
集

▲平成１９年の成人式の様子

平成
２０年

纂ごみ集積所設置費補助金

　行政区がごみ集積所を設置した場合、補助金が出ます。

　

▲

交付額

　　①設置経費が６万円までは全額補助

　　②設置経費が６万円を超え１２万円までは、（設置経

　　費－６万円）×１／２＋６万円

　　③設置経費が１２万円以上は９万円

※いずれの補助金も予算に限りがありますので、お早め

に各総合支所地域生活課までお申し込みください。

【申し込み】

　各総合支所地域生活課　地域係

【問い合わせ】

　市民生活部環境課　生活環境係

　緯 0220（58）5553

　各総合支所地域生活課　地域係

纂資源ごみ回収報奨金

　子ども会、ＰＴＡ、婦人会などの団体が、資源ごみ（空

き缶、古紙など）を回収し、ごみ回収業者などに売却し

た場合、報奨金が出ます。

　

▲

資源ごみ＝空き缶、空き瓶、鉄くず、布類、古紙、

　ダンボールなど

　

▲

奨励金額＝売却代金の１０％

纂生ごみ処理容器等購入補助金

　生ごみ処理機やコンポストを設置した世帯に補助金が

出ます。

　

▲

交付額

　　①生ごみ処理機

　　　購入金額の１／２（限度額３万円）

　　②コンポスト

　　　購入金額の１／２（限度額3,000円）

ごみの減量や環境美化意識の高揚と計画的なごみ収集を進めるために補助金を交付します。

参議院議員通常選挙

　今回の投票時間は、通常よりも１時間繰り上げて

午後７時までとなります。

　棄権することなく投票しましょう。

【問い合わせ】

　市選挙管理委員会事務局　緯 0220（22）2198

７月２９日執行

ごみに関する奨励金・補助金制度

佐藤  達  常設展示室
さとる

オープン
　世界で活躍している登米市出身の造形作家

「佐藤達」さんから寄贈された作品を一般公開す

るものです。

【名称】　 Satoru   Sato   Art   Museum 
サトル サトウ アート ミュージアム

【場所】　中田生涯学習センター３階

【開館日】　７月２９日（日）から

【開館時間】　午前９時～午後５時

【入場料】　無料

【問い合わせ】

　教育委員会中田事務所（中田生涯学習センター内）

　緯 0220（34）8081

投票時間：午前７時～午後７時

5 Jul.2007

登米市協働のまちづくり・男女共同参画
推進市民会議委員募集

　市では、市民の声を市政に反映させ、市民と行政による協働のまちづくりと男女共同参画社会の

形成を計画的に実施していくため、「登米市協働のまちづくり・男女共同参画推進市民会議」の委員

を募集します。

【募集人員】　6人以内

【応募資格】

　①登米市内に住所を有し、現に居住している人

　②登米市のまちづくりに関心のある人

　③公共性の観点から意見の述べられる人

　④登米市の職員および市議会議員でない人

【任期】　委嘱の日から２年間

【役割】　登米市が目指す市民と行政による協働のまちづ

　くりや男女共同参画社会形成の推進について、意見を

　述べること。

【組織】　学識経験者、市民活動団体の関係者、公募（６

　人以内）の１２人以内の委員で構成されます。

【応募方法】

　　次の事項を記載した「応募申込書」と「作文」を郵

　送または持参により、企画部市民活動支援課（迫庁舎

　２階）に提出してください。

　　なお、応募書類は返却しませんのでご了承ください。

　（ア）住所・氏名・電話番号・性別・生年月日

　（イ）職業・勤務先

　（ウ）経歴（職歴・学歴など参考となる事項）

　（エ）地域での活動状況

　（オ）応募した理由

　※応募申込書は、各総合支所地域生活課および企画部

　市民活動支援課に備え付けてあります。任意の様式で

　も可とします。

　※作文は「協働のまちづくりについて」と「男女共同

　参画社会の実現を目指して」と題した二つについて、

　それぞれ400字程度にまとめたもの。様式の定めはあ

　りませんので、原稿用紙などを使用してください。

【応募期間】　７月２０日（金）～８月３日（金）必着

　※郵送の場合は当日消印有効

【選考結果】　後日、応募者全員に通知します。

【応募先・問い合わせ】

　〒987－0511

　登米市迫町佐沼字中江二丁目６番地１

　企画部市民活動支援課

　緯 0220（22）2173

土
地
開
発
を
予
定
し
て
い
る
人
へ

　
市
で
は
、
秩
序
あ
る
土
地
開
発

を
目
指
し
て
「
登
米
市
開
発
指
導

要
綱
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
開
発
行
為
を
行
う
個
人
ま
た
は

法
人
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、

こ
の
要
綱
に
基
づ
い
た
市
長
と
の

事
前
協
議
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
面
積
に
よ
っ
て
は
県
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
目
的
を
問
わ
ず
、
切
土
、
盛
土
、

整
地
、
地
目
変
更
な
ど
に
よ
る
土

地
の
区
画
形
質
の
変
更
を
い
い
ま

す
。

　
が
数
回
ま
た
は
同
時
に
分
割
し

　
て
施
工
さ
れ
、
そ
の
累
積
が
1

　
0
0
0
愛
以
上
と
な
る
場
合
。

　
③
２
人
以
上
の
事
業
主
に
よ
る

　
事
業
が
隣
接
し
て
施
工
さ
れ
、

　
そ
の
累
積
が
1
0
0
0
愛
以
上

　
と
な
る
場
合
。

開
発
行
為
と
は

　
①
開
発
す
る
土
地
の
面
積
が
、

　
1
0
0
0
愛
以
上
の
も
の
。

　
②
連
続
し
た
土
地
に
お
い
て
、

　
1
0
0
0
愛
未
満
の
開
発
行
為

適
用
範
囲
は

　
①
区
画
整
理
組
合
お
よ
び
公
社

　
が
行
う
事
業
。

　
②
農
業
、
林
業
お
よ
び
漁
業
を

　
営
む
個
人
ま
た
は
団
体
が
そ
の

　
生
産
活
動
上
必
要
な
開
発
事
業

　（
農
業
用
施
設
な
ど
）。

　
※
た
だ
し
、
畜
産
事
業
の
用
に

　
供
す
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

適
用
除
外
と
な
る
も
の
は

【
問
い
合
わ
せ
】

　
建
設
部
都
市
計
画
課

　
都
市
整
備
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
４
４
６

３４

８
月
１
日
は
「
夏
の
省
エ
ネ
総
点
検
の
日
」

　
夏
場
は
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用
な
ど
で
電
気
の
使
用
量
が
増
え

る
時
期
で
す
。

　
冷
房
中
の
室
温
は
　
度
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
設
定
す
る
、

２８

照
明
は
こ
ま
め
に
消
す
な
ど
、
家
庭
や
職
場
で
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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志賀　 優  那 ちゃん
ゆう な

（迫町上舟丁・秀彦さん）

氏家　 佑  歌 ちゃん
ゆう か

（迫町横丁・浩さん）

村田　 葵 くん
あおい

（迫町中江・顕弘さん）

鈴木　 里  穂 ちゃん
り ほ

（迫町大網南・竜吾さん）

阿部　 太  陽 くん
たい よう

（迫町錦東・准也さん）

加藤　 百  華 ちゃん
もも か

（迫町萩洗・善己さん）

星　 紀  羽 ちゃん
かず は

（迫町新田駅前・敦康さん）

上野　 貴  章 くん
たか あき

（迫町山の内・雅俊さん）

梅津　 和  寛 くん
かず ひろ

（迫町山の内・博行さん）

及川　 明  秀 くん
あき ひで

（迫町八幡・一平さん）

布澤　 功  誠 くん
こう せい

（中田町新小路・秀和さん）

佐々木 歩  夢 くん
あゆ む

（中田町本町畑中・稔さん）

千葉　 琢  真 くん
たく ま

（中田町長谷・恵子さん）

鈴木　 萌  巴 ちゃん
もえ は

（迫町赤沼・憲司さん）

佐々木 翔 
しょう

 平 くん
へい

（中田町大泉・和則さん）

及川　 将  輝 くん
まさ き

（東和町米川第７区・まさ子さん）

菊地　 音  々 ちゃん
ね ね

（中田町加賀野二区・司さん）

川名　 翔 くん
しょう

（登米町金沢山・貴弘さん）

大宮 沙  由  利 ちゃん
さ ゆ り

（豊里町大曲・真理さん）

加美山 大  貴 くん
だい き

（豊里町新町・美知枝さん）

及川　 賢  汰 くん
けん た

（豊里町大曲・正彦さん）

※（　）内には申し出があった保護者の名前を掲載しています。

千葉　 七  瀬 ちゃん
なな せ

（石越町第三区・猛志さん）

南浦　 通  凡 くん
みち ひろ

（石越町第八区・洋州さん）

及川　 智  也 くん
とも や

（東和町米谷第５区・茂樹さん）

菅原　 勇  斗 くん
ゆう と

（石越町第十二区・勝さん）

伊藤　 秀  晃 くん
ひで あき

（東和町米谷第６区・宏幸さん）

６月２ ６日までの

３歳児健診（３歳

６カ月～７カ月児）で

むし歯がなかった子は、

市内７地区で

４ ４ 人中２ ６人でした

7 Jul.2007

家
畜
防
疫
演
習

家
畜
防
疫
演
習
のの

お
知
ら

お
知
ら
せせ

　
家
畜
の
伝
染
病
で
あ
る
 口
  蹄
 疫

こ
う
 て
い

の
発
生
を
想
定
し
た
防
疫
演
習
を

実
施
し
ま
す
。
　

【
日
時
】
　
７
月
　
日
（
木
）

２６

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

【
場
所
】
　
迫
地
方
農
業
共
済
組
合

【
対
象
者
】
　
ど
な
た
で
も
参
加
で

纂
６
月
　
日
付

３０

【
産
業
経
済
部
】　
▼
農
林
振
興
課

副
参
事
＝
海
老
名
邦
和

【
医
療
局
】
　
▼
佐
沼
病
院
診
療
技

術
部
診
療
放
射
線
室
診
療
放
射
線

技
師
長
＝
澁
谷
淑

【
福
祉
事
務
所
】
　
▼
豊
里
保
育
園

技
術
主
幹
＝
高
橋
と
く
子
▼
同
主

任
技
士
＝
佐
々
木
と
め
の

職
員
人
事
異
動

退
職
　
　
　

異
動
　
　
　
（
　
）
は
前
職

　
き
ま
す
。

【
内
容
】
　

基
調
講
演
▼
演
題
＝

　
世
界
で
発
生
し
て
い
る
人
と
動

　
物
の
共
通
感
染
症
に
つ
い
て
▼

　
講
師
＝
登
米
保
健
所
長
・
中
川

　
美
智
子
さ
ん

口
蹄
疫
の
発
生

　
を
想
定
し
た
机
上
演
習
お
よ
び

　
野
外
演
習

【
参
加
費
】
　
無
料

　
※
昼
食
は
各
自
準
備
し
て
く
だ

　
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
産
業
経
済
部
畜
産
課

　
環
境
整
備
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
７
０
６

３４

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
るる

教
育
相

教
育
相
談談

纂
７
月
１
日
付

【
建
設
部
】　
▼
土
木
管
理
課
主
幹

＝
小
山
睦
子
（
建
設
部
道
路
課
主

幹
）

【
医
療
局
】　
▼
佐
沼
病
院
診
療
技

術
部
診
療
放
射
線
室
診
療
放
射
線

技
師
長
＝
及
川
勝
夫
（
医
療
局
佐

沼
病
院
診
療
技
術
部
診
療
放
射
線

室
診
療
放
射
線
技
師
主
任
）

【
農
業
委
員
会
】　
▼
農
政
総
務
課

主
幹
＝
高
城
静
子
（
建
設
部
土
木

管
理
課
主
幹
）

【
消
防
署
】　
▼
警
防
救
助
係
消
防

士
＝
渡
辺
大
輔
（
消
防
署
救
急
係

消
防
士
）
▼
同
消
防
士
＝
伊
藤
智

弘
（
同
救
急
係
消
防
士
）

　
今
年
度
の
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

講
演
会
は
、「
人
と
人
と
が
つ
な

が
ろ
う
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。
３
回

シ
リ
ー
ズ
の
１
回
目
で
す
。

【
日
時
】
　
７
月
　
日
（
火
）

３１

　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

【
場
所
】
　
南
方
農
村
環
境
改
善
セ

　
ン
タ
ー

【
対
象
者
】
　
ど
な
た
で
も
参
加
で

　
き
ま
す
。

【
演
題
】
　「
人
と
人
と
の
つ
な
が

　
り
の
中
で
人
は
育
つ
」
～
親
子

　
支
援
の
現
場
レ
ポ
ー
ト
か
ら
～

【
講
師
】
　
県
大
崎
地
域
子
ど
も
セ

　
ン
タ
ー
親
子
支
援
班
　
班
長
　

　
亀
井
幸
子
さ
ん

【
参
加
費
】
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課
　

　
健
康
推
進
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
１
６

５８

健
康
な
ま
ち
づ
く

健
康
な
ま
ち
づ
く
りり

講
演
会
・
パ
ー
ト

講
演
会
・
パ
ー
ト
１１

　
市
教
育
研
究
所
で
は
、
不
登

校
・
い
じ
め
な
ど
の
子
ど
も
に
か

か
わ
る
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の

た
め
に
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
配
置
し
て
、
教
育
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】

　
▼
８
月
　
日
（
水
）
、　
日
（
木
）

２２

３０

　
▼
９
月
３
日
（
月
）
、　
日
（
月
）、

１０

　
　
日
（
金
）、
　

日
（
火
）

２１

２５

　
※
　
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
後

１０

　
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
時
間
】
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

　
４
時
　
分
の
う
ち
　
分
～
　
分

２０

３０

５０

　
程
度

【
場
所
】
　
市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

　
２
階
教
育
相
談
室

【
相
談
方
法
】
　
面
接
、
電
話

　
※
い
ず
れ
の
場
合
で
も
予
約
が

　
必
要
で
す
。

【
相
談
専
用
電
話
】

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
８
１
２
５

２２

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

　
市
教
育
研
究
所

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
８
０
２
９

２２

石
ノ
森
章
太
郎
記
念

石
ノ
森
章
太
郎
記
念
館館

「
ケ
ロ
ロ
軍
曹
展

「
ケ
ロ
ロ
軍
曹
展
」」

　
　
時
、
午
後
１
時
　
分
、
３
時

１１

３０

　
の
３
回

【
入
館
料
】
　
大
人
＝
７
０
０
円
、

　
中
・
高
校
生
＝
５
０
０
円
、
小

　
学
生
＝
２
０
０
円

　
※
小
学
生
未
満
、
身
体
障
害
者

　
と
そ
の
介
護
者
一
人
は
無
料

　
※
団
体
割
引
は
　
人
か
ら

２０

【
休
館
日
】
　
月
曜
日

　
※
７
・
８
月
は
無
休

【
問
い
合
わ
せ
】
　

　
石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記
念

　
館

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
１
０
９
９

３５

　
第
　
回
特
別
企
画
展
「
ケ
ロ
ロ

２４

軍
曹
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ケ
ロ
ロ
軍
曹
の
部
屋
や
地
球
侵

略
音
頭
を
み
ん
な
で
踊
る
お
祭
り

広
場
な
ど
、
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

【
期
間
】
　
７
月
　
日
（
土
）
～
　

１４

１０

　
月
８
日
（
祝
）　

【
時
間
】
　

　
▼
７
・
８
月
＝
午
前
９
時
～
午

　
後
６
時

　
▼
９
月
か
ら
＝
午
前
９
時
　
分
３０

　
～
午
後
５
時

　
※
入
館
は
、
閉
館
の
１
時
間
前

　
ま
で

【
ケ
ロ
ロ
軍
曹
と
握
手
・
撮
影
会
】

　
▼
期
日
＝
８
月
５
日
（
日
）、　１２

　
日
（
日
）
～
　
日
（
木
）

１６

　
▼
時
間
＝
い
ず
れ
の
日
も
午
前

【
農
業
委
員
会
】
　
▼
農
政
総
務
課

主
幹
＝
千
葉
順
子

纂
お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
と
め
７
月
１
日
号
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
わ

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
５
ペ
ー
ジ
参
議
院
議
員
選
挙

米
山
町
域
第
７
投
票
区
の
対
象

行
政
区

・
正
　
野
手
谷
地
区
（
土
地
込

　
の
み
）

・
誤
　
野
手
谷
地
区
（
追
土
地

　
の
み
）
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発
行
日
　
平
成
1
9
年
７
月
２０
日
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
　
登
米
市

〒
9
8
7
-0
5
1
1
　
登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地
１

編
集
　
総
務
部
市
長
公
室
 広
報
広
聴
係
　
　
印
刷
　
川
内
印
刷
株
式
会
社

緯
０
２２０
-２２
-２０９０

　
　
 Ｅ
-
ｍ
ａｉｌ
：
koho@

city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp

胃
０
２２０
-２２
-９
１６
４
         http://w

w
w
.city
.tom
e
.m
iy
a
g
i.jp/

　
学
生
の
み
）
＝
（
　
枚
以
上
購

１０

　
入
で
１
枚
当
た
り
）
８
０
０
円

【
チ
ケ
ッ
ト
販
売
】
　
発
売
中

　
▼
場
所
＝
登
米
祝
祭
劇
場
、
宮

　
城
県
民
会
館
、
市
内
プ
レ
イ
ガ

　
イ
ド

　
※
割
引
チ
ケ
ッ
ト
は
、
登
米
祝

　
祭
劇
場
と
宮
城
県
民
会
館
の
み

　
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
登
米
祝
祭
劇
場

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
０
１
１
１

２２

全血
１０:００～１２:００石越総合支所8/3

 １３:３０～１６:００みやぎ登米農協石越基幹支店

 【問い合わせ】

市民生活部健康推進課　健康推進係

緯 0220（58）2116

 大切な“いのち”を守るため
　 献血にご協力ください

　
　
　
　
№
５６
　
　
広
報
と
め

　
　
　
　
　
　
　
　
７
月
２０
日
号

今
月
の
表

今
月
の
表
紙紙

　
東
和
町
内
の
３
保
育
所（
園
）

に
通
っ
て
い
る
園
児
た
ち
の
５

歳
児
交
流
会
が
、
三
滝
堂
で
７

月
２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
水

が
少
し
冷
た
か
っ
た
も
の
の
、

園
児
た
ち
は
カ
ニ
を
探
し
た
り

メ
ダ
カ
を
探
し
た
り
し
な
が
ら
、

水
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▼
表
紙
用
の
写
真
を
撮
ろ
う
と
、

久
し
ぶ
り
に
三
滝
堂
へ
。
水
遊

び
を
す
る
に
は
少
し
涼
し
か
っ

た
も
の
の
、
子
ど
も
た
ち
の
元

気
に
誘
わ
れ
て
、
わ
た
し
も

ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
に
履
き
替
え

水
の
中
へ
。
最
近
、
自
然
に
触

れ
る
機
会
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

の
で
、
き
れ
い
な
水
と
緑
に
触

れ
、
と
て
も
す
が
す
が
し
い
気

分
に
な
り
ま
し
た
。
（
千
葉
）

編
集
室
か
ら

及
川
浩
治
ト
リ
オ

コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】
　
９
月
　
日
（
水
）

２６

　
午
後
６
時
　
分
開
演

３０

【
場
所
】
　
登
米
祝
祭
劇
場

【
出
演
者
】
　
▼
ピ
ア
ニ
ス
ト
＝
及

　
川
浩
治
さ
ん
（
登
米
市
出
身
）

　
▼
札
幌
交
響
楽
団
首
席
チ
ェ
ロ

　
奏
者
＝
石
川
祐
支
さ
ん
▼
神
奈

　
川
フ
ィ
ル
・
ソ
ロ
・
コ
ン
サ
ー

　
ト
マ
ス
タ
ー
＝
石
田
泰
尚
さ
ん

【
予
定
曲
目
】
　
▼
ピ
ア
ノ
三
重
奏

　
曲
第
５
番
「
ゴ
ー
ス
ト
」
～
第

　
１
楽
章
（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
）

　
▼
タ
イ
ス
の
瞑
想
曲（
マ
ス
ネ
）

　
▼
エ
レ
ジ
ー
（
フ
ォ
ー
レ
）
▼

　
愛
の
喜
び
（
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
）

　
ほ
か

【
入
場
料
】
　
▼
前
売
り
＝
１
０
０

　
０
円
（
当
日
＝
１
５
０
０
円
）、

　
ペ
ア
割
引
（
２
枚
で
）
＝
１
８

　
０
０
円
、
団
体
割
引
（
小
・
中

　
石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記
念

館
「
友
の
会
」
で
は
、
記
念
館
夏

祭
り
企
画
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催

す
る
、
第
５
回
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
よ

さ
こ
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
テ
ス

ト
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
日
時
】
　
８
月
　
日
（
土
）

１８

　
午
後
３
時
ス
タ
ー
ト
（
予
定
）

【
場
所
】
　

　
石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記
念

　
館
前
駐
車
場
特
設
ス
テ
ー
ジ

【
参
加
要
件
】
　

　
①
一
組
５
人
以
上
の
団
体
と
し
、

　
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
②
踊
り
の
曲
は
「
仮
面
ラ
イ

　
ダ
ー
」
の
曲
と
し
、
鳴
子
な
ど

　
を
使
用
し
て
踊
る
「
よ
さ
こ
い

　
ソ
ー
ラ
ン
」
の
形
式
と
し
ま
す
。

　
※
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
曲
で
あ
れ

　
ば
何
で
も
可

　
③
服
装
・
演
技
に
つ
い
て
の
決

　
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
団
体

　
で
自
由
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
④
演
技
時
間
は
５
分
以
内
と
し

「
米
谷
の
花
火
」
に
伴
う

出
店
者
募
集

　
み
や
ぎ
北
上
連
邦
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
「
米
谷
の
花
火
」
に

出
店
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

【
期
日
】
　
８
月
　
日
（
木
）

１６

　
※
時
間
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

　
は
、
出
店
者
会
議
の
と
き
に
説

　
明
し
ま
す
。

【
場
所
】
　
北
上
川
米
谷
側
河
川
敷

【
出
店
料
】
　
一
区
画
３
０
０
０
円

　
※
テ
ン
ト
、
電
源
は
各
自
で
準

　
備
し
て
く
だ
さ
い

【
申
込
資
格
】
　
出
店
者
会
議
に
参

　
加
す
る
こ
と
。
そ
の
ほ
か
に
も

　
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い

　
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

【
出
店
者
会
議
】
　
▼
日
時
＝
８
月

　
８
日
（
水
）
午
後
７
時
～
▼
場

　
所
＝
米
谷
公
民
館（
研
修
室
３
）

　
ま
す
。

　
⑤
演
技
に
使
用
す
る
曲
は
、
カ

　
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｍ
Ｄ

　
に
録
音
し
て
、
当
日
持
参
し
て

　
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】
　
事
務
局
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
　
８
月
５
日
（
日
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
友
の
会
記
念
館
夏
祭
り
事
務
局

　（
石
ノ
森
章
太
郎
ふ
る
さ
と
記

　
念
館
内
）

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
１
０
９
９

３５

【
申
込
方
法
】
　
電
話

【
申
込
期
限
】
　
８
月
６
日
（
月
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
み
や
ぎ
北
上
商
工
会
東
和
支
所

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
２
１

４５

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
よ
さ
こ
い

バ
ー
ジ
ョ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
募
集

休日救急当番医
緯 0220（22）2084

（医師会）

纂８月５日（日）

よねやま病院（米山町）
 緯 0220（55）2011
【診療時間】
　９：００～１７：００
【休日・夜間診療案内】
 緯 0229（24）2267
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”




